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1 ．はじめに

　ビル周辺の大気汚染ではビル背後の 乱流域に煙が

巻き込 まれ て 局所的に地上濃度が高くなる現象が知

られ て い る。こ の ような場所 で の 拡散現象で は移流

によ る効果が卓越するため 、 移流拡散方程 式 の移流

項を精度 よ く再現す る離散化手法が要求される。こ

こ では本調査で実施した移流方程式の 離散化手法に

対する調査結果に基づい て 、差分型 テ
ー

ラガ ラーキ

ン法によ る 3 次元移流拡散モ デル を開発 し、現地実

験および風洞実験結果と の検証を実施した の で 、そ

の 結果 を報告す る。

2 ．解析概要

　単独建物と複数建物に つ い て 実施し た現地実験

（表 1）の うち単独建物の実験を解析対象と し た 。

気流計算と 濃度計算を表2 に 示 した計算条件で 、各々

独立 に行っ た 。こ の計算で は熱に よ る浮力 は 考慮 し

て い な い 。風速変動を考慮した平均濃度を求めるた

め、風向風速 の頻度分布か ら代表風向 4 ケース を設

定し 、 各風向別 に 計算した濃度分布を風向出現頻度

で 重み を付けて 重ね合わせた 。

　　　　　表 1　現地実験、風洞実験概要

  障害物の ない 平坦な場所に単独建物

（高さ4．9m ，幅9．8m，奥行2。4m＞を設置

し、屋上か らトレー
サ
ーガ ス を噴霧 。

大気安定度 ：中立 。

  横浜市JR関内駅前 の ビルが林立す る

地域で の トレ
ー

サ
ーガスを噴霧 。

大気安定度 ：安定 。

表 2　 計算条件

現地実験

風洞実験 現地実験    の模型 に よ る風洞実験

3 ．解析結果

  建物背後の 壁面近く に発生す る 高濃度を 良 く 再現

す る こ とが出来た。

  地上濃度分布は 、風下距離が 20m 以 上 に な ると濃

度実測値よりも拡散範囲が狭く、 濃度中心位置のず

れも小さ い 傾向 を示 した。これは設定 した風向変動

幅が実際よ りも小 さか っ たため と考え られ る。

  風下 10m 位置で は地上 5m 〜7m 付近 の ピ
ー

クが

再現された。しか し、風下30m 地点で は現地実験値 、

風洞実験値の濃度ピ
ー

クが地上 にあるのに対して 、

計算値で は地上 6m 付近に濃度ピー
クが残 っ た。

  現地実験 の 地上濃度測定位置 （101n，20m ，30m ラ

イ ン上）に お け る 計算値と現地実験値 との 相 関係数

は0．95と高 い 相関 を示 し得た。風洞実験 と の比較で

も現地実験同様高い相関を示 し た 。　 （図 1）

計算領域　　：65mX90m ×25m

建屋 サ イ ズ 　 ：2．5m × 10mX5m

メ ッ シュ 分割 ： 66× 44 × 28の不 等間隔 メ ッシ ュ

建屋 の 分割　 ：5× 1G× 10の セ ル に 分割

煙源 位置　　 ：建屋 屋 上 の セル に設定

吐出速度　　 ：実測値よ り0．25m／sを 設定

風向　　　　 ；建屋風上 Klm地点地上 10m の 風 向出現頻

　　　　　　　度をもと に 4 ケ
ー

ス の 風 向を設定

風 速 　　　　 ：建屋風上 1（  地点地上 10m の 1時間の 平

　　　　　　　均風 速 3，8m ／s と実測 よ り求め た べ き係

　　　　　　　数P＝0．368か ら風 速の 鉛直分 布 を 設 定

渦 動 粘性係数 ：気流場 の 再現性 の よい 値を
一

様 に設定

渦 動拡散係数 ：実測拡 散 幅 を も とに一
様に設定
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